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次号予告
編集後記

特集

看護小規模多機能型 
居宅介護の現在地
地域に求められる「居場所」と 
なるには
通い・泊まり・訪問看護を組み合わせることで、退院直後などの重症者
から看取りまでカバーする看護小規模多機能型居宅介護（看多機、 
旧複合型サービス）。2012年度介護報酬改定で誕生し、現在、全国に
400以上を数えるまでになりました。
看護と介護の密な連携によるケアの質の向上や在宅復帰率の改善な
ど現場からのやりがいの声がきかれる一方で、「想定ほどには普及して
いない」という分析もあります。経営状況や定員が満たされないことや、
スタッフの定着率の低さに悩む現場もあるようです。本特集では、地域
のニーズに応えることで、ケアも経営も高い質を保っている看多機にご
登場いただき、その秘訣を探ります。

経営実態調査から見えてきた看多機の“いま” 
◉福井小紀子
データでみる看多機の現状と今後の展望 
◉沼田美幸

【看多機の現在地】
在宅復帰をめざす人を地域とともに支える 
◉福田裕子
看多機だからこそできる人材育成◉佐古田専美
共生型サービスとサテライトへの挑戦◉林田奈緒美

看多機と在宅医の連携のポイント◉斎藤忠雄

年 月号

※一部変更となることがあります。

隣の席に座っていても、他の編集
者の仕事ぶりは知っているよう

で知りません。「依頼時はこんな1文
をつけているよ」というような工夫を聞
いて、驚くこともしばしば。他人の仕
事を知ると、自分の仕事のやり方も
客観視できたりなんかして参考になり
ますし、単純に面白かったりしません
か？　今月号はそんな読後感を期待
して動き出したものでした。無理なお
願いにもかかわらず、紹介してくだ
さった皆さんに感謝申し上げます。
●座談会では、「やる／やらない」で
はなく、「どうすれば、個別事情に折
り合いをつけてできるのかを考えよう」
という呼びかけがありました。いろいろ
言い訳をつけてやっていないあれやこ
れを思い出し、反省中です。…小池

今回の特集では、いろいろなス
テーションの「うちの工夫」が伺

えて、とても勉強になりました。オン
コール体制を構築して情報共有を行
なったり、緊急対応とならないように
日中の訪問や電話などで予防対策を
行なったり、日ごろから報告や記録
の方法を整えたり……といったさまざ
まな工夫を拝読していると、すべて日
常業務内の取り組みなのだと気がつ
きます。緊急対応を“緊急”にしない
ことが、24時間対応できる自信につ
ながるのかもしれません。●一方で、
日常生活でも仕事でも“緊急事態”に
慌てることが多い自分をふり返る 
と……想定外のように見えて、じつ
はほとんどが予想しうる事態だったと
認めざるを得ませんでした。「たぶん
大丈夫！」とすぐ言いがちな性格から
見直す必要がありそうです。…栗原
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